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平成３０年２月27日  

 

 関係機関 各位 

 

岩手県立久慈病院      

院長   吉田 徹    

地域医療福祉連携室長   

三浦 一之   

 

 

 久慈病院広報「北リアスの風」等の送付について  

 

 

 時下、貴下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、このたび、久慈病院広報「北リアスの風」を作成いたしましたので、下記のとおり

送付いたします。 

 送付した情報や患者紹介に関する不明な点、当院の診療内容に関する問い合わせ等がございまし

たら、お気軽に「地域医療福祉連携室」までご連絡ください。 

 

記 

 

 １ くじ病院広報「北リアスの風」（２０１８年冬号） 

 ２ 診療科別医師一覧表及び外来診療担当医一覧表 

 

岩手県立久慈病院 地域医療福祉連携室 

直 通：０１９４－５３－２１７１   ＦＡＸ：０１９４－６１－１２２０ 

電 話：０１９４－５３－６１３１（病院代表） 
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今年度を振り返つて
岩手県立久慈病院院長

吉田 徹
.  .  ′ .´

今年度は、久慈病院にとって大きな変革の年でした。

まず、久慈医療圏での透析患者さんの増加に伴い、 6月 に

は透析室の拡張工事が行われました。透析室のスペースは

倍の広さとなり、20床で行っていた透析が 26床で可能に

なりました。ベッド間隔も適正化され、比較的早い時間に

透析を終了する事が出来るようになり、透析治療に関わる

環境は著しく改善しました。

また、増加する高齢者が退院に向けてのリハビリを含め

た準備を計画的かつ機能的に進める目的で「地域包括ケア

病棟」を ll月 に開設しました。

これで、当院はヘリポー トを完備した救命救急センター

から一般急性期病棟、地域包括ケア病棟、1可復リハビリ病

棟と広範囲に及ぶ病棟機能を有する県内では数少ない総合

病院となりました。国の方針は「急性期と回復期、慢性期

の症例を、それぞれの機能を有する病院が機能分担しての

運用を」との方針ですが、久慈地域は、広い医療圏を有す

るにも関わらず、機能分担する病院が非常に少なく、加え

て地域の開業医の先生の数も少ないため、l」の方針通りに

機能分担した運用が出来ないジレンマを持つている地域で

す。

その限られた医療資源を、最大限に利用しながらこの医

療圏の命と健康を守っていかなければいけません。そのた

めには、医療・介護・福祉に関わる組織と人が有効に繋がり、

協力して問題解決していく事が必要です。

その意味で久慈医療圏は新たなステップヘ進み始めてい

ます。

今年度、当院は旧4階東病棟に地域連携室を移設して

地域との連携業務機能を強化しました。

「北三陸ネット」という情報ネットワークの仕組みも

本稼働して 1年が経過し、この仕組みの利用同意者は

4,000人を超え、医療施設だけではなく、医療圏内で介

護や福祉に関わる多くのスタッフが地域住民の医療と介

護に関わる情報を共有する事が出来るようになりまし

た。

そして、今年度充実した退院支援に加えて、外来での

入院決定時から入院時に関わる栄養、薬剤、リハビリ、

事務などの各部門スタッフが患者さんへの関わりを始め

る「入院支援部門 (仮称)」 の導入を進めております。

今後は、病院内の各職種が協力して患者さんの対応に

必要な業務を効率よく分担していく事に加えて、病院内

のスタッフだけではなく、この地域の医療・介護・福祉

に関わるスタッフ全員が同じ目的意識を持ってこの地域

の包括ケアの推進を進めていく姿勢を持たなければいけ

ません。そして地域の方々にも現在の岩手県全体の医療

事情の厳しさの中における久慈医療圏の状況と病院の実

情を正しく理解して頂き、医療を提供する側も利用する

側も、限られた医療資源を如何にして有効に活用するか

を共に考えて協力する時代になりました。

平成 30年度は、「惑星直列の年」と表現されるように、

6年に一度の診療・介護報酬の同時改定に加えて、多く

の医療 と介護に関わる計画が見直される年です。首都圏

と地域ではそれぞれが抱える問題は大きく異なっていま

す。地域の方々との対話も更に重視して、久慈医療圏で

必要とされている事を的確にキャッチした上で国の方針

に病院運営を上手くマッチさせていきたいと思っていま

す。どうぞよろしくお願い致します。
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生活できる地域

づくりを目指して
総看護師長

外舘 幸子

今年度当院の運営方針のキーワードは「繋がる」です。

病院の中で一番職員数が多い看護科は特にもこのキーワー

ドに沿って大いに力を発揮することで地域の皆様との信頼

関係を築いていけるものと思っております。

久慈 1久療圏の健康と命を守るため頑張つている多くの方々

と「繋がる」ことで安心してこの地域で生活できるように

なると考え、看護科で取り組みを進めてきたことについて

紹介させていただきます。

ジャーの方からも褥精 予防等についてのご相談をI〔

き対応させていただいています。

3.訪問看護ステーションとの定期的な看看連携会議を

開催しています。

連携上の問題や訪間看護を利用している患者さんや

ご家族に対してより良い支援ができるよう意見交換

などを行っています。当院に入院している患者さん

で在宅療養をしていく中で訪間看護を利用してみよ

うか考えている場合には入院中から当院に来ていた

だき訪問看護についての説明等も行っていただいて

います。また、退院後の療養についての話し合いに

も参加して頂き、入院中から在宅療養を安心して過

ごして頂けるような取 り組みも進めております。

4.助産師と保健師による周産期医療問題に関する連携
会議を定例的に開催しています。

これまで 3回開催し、妊産婦さんの支援について双

方で意見交換を行い出産前から出産後まで継続した

支援ができるように努めています。住民の皆様には

心配をおかけしましたが安全な出産ができるよう今

後も皆さんのご協力を頂きながら努力してまいりま

す。

5.看護科で行つている研修会を地域に公開し共に学ベ

る環境づくりに努めています。

昨年 3月 に地域の看護管理者の皆様と顔の見える関

係を作 りたいという思いで、話し合いの場を久慈保

健所に設定して頂きました。その中で看護師確保や

職場環境、教育に関する課題等について意見交換を

行いました。
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「繋がる」ことで安心して

1.lI従退院支援看護師と専任退院支援看護師は、患者さ

んやご家族が地域の中で安心して療養生活が送れるよ

うに医療と介護が連携し、継続したサポートが行える

ようコーディネー トする役割を担つています。

‐人の専任退院支援看護師が 2つの病棟を担当し、人

院直後から退院後の生活について一緒に考え希望に

沿った生活ができるような支援が行ぇるよう努めてい

ます。

fLの医療関係職員、福祉関係職員、行政職員の皆†i業に

は大変助けて頂いております。

2.｀ %r′
`の

認定看護師と地域の関係I「機種の方々とコンサル

テ~ン ヨンをタイムリーに行えるよう、北二陸ネット

のメルタスを活用し相談窓 IIを 開設しました。

地域の医療従事者の方やヘルバーさんやケアマネー

_  ●
^・

″ 1

これらは全てこの地域で色々な立場と役割で頑張って

いる皆様のお力添えがあり取り組みを進めてこられたも

のと感謝しております。

今後ますます久慈病院と地域の皆様との「繋がる」が

重要であると思っておりますので宜しくお願い致します。
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北三陸ネットの現状と今後に

ついて

地域医療福祉連携室主査

佐々木 浩哉

(北三陸ネット運用部会員)

「北三陸ネット」は、皆さんご存じのとおり、「久慈市・

洋野町・野田村・普代村の病院・診療所・薬局・介護施

設を安全なネットワークで結び、医療や介護の情報を共

有」をしており、66カ所での運用を行っております。患

者さんからの同意書 (申 し込み)も 日々提出があり、現

在は 4,000件を越えております。 (図 1)

他の医療機関等から久慈病院のカルテの情報閲覧数

も、 1年前までは月に 500件程度だったものが、同意者

数の伸びに伴って、現在では、月に 4,000件程度と増加

しております。 (図 2)

今回、いわてメディカル・メガバンクも連携に加わっ

ていただくことになりました。今まで同様、同意書をとっ

ていただきながらとはなりますが、蓄積された、検査の

北三陸ネット
登録件数の推移 図 1

北三腱ネットよりのお知らせ

現在 (1月 31日 )の量饉

状況も参照させていただけますし、いわてメディカ

ル・メガバンクのほうでも、治療内容や投薬の状況等、

参照できることとなります。

診療情報の間覧のほかにも、メール機能や掲示板

の機能を利用して、情報の共有を行っております。

久慈病院の認定看護師への相談・問い合わせや、訪

間診療の予定者状況についてなども専用の情報共有

の場を作ってやり取りを行えるようになっておりま

す。

最近の活動では、施設のショー トステイの空き情

報の共有する場を作り、相互に情報を公開して、利

用者の利便性を高めるため活用しております。

そのほか、現在の FAX紹介を北三陸ネットのネッ

トワークを利用しての紹介状等送付を実験中であり、

データの活用や電話料金の削減についても期待して

おります。また、ほかにも現在 FAXを利用している

書類については、ネットワークを介して送受信する

こととなれば、電話料金削減にもつながるものと考

えられます。

活用方法についても、改善の余地がまだまだある

と思われますので、ご意見、ご要望等ありましたら、

お気兼ねなく、北三陸塾の事務局や当職まで、ご連

絡いただきますようお願いいたします。
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（平成３０年２月１日現在）

診　察　室 月 火 水 木 金

① 溝部 宏毅 溝部 宏毅 溝部 宏毅 溝部 宏毅 ※ 休診…毎週水曜日・第２火曜日・第４木曜日（呼吸器外科診察日）は午前休診

午後 【漢方外来】 【漢方外来】 【漢方外来】 【漢方外来】 ※ 14：00～16：00 (溝部 宏毅)　　※火曜日は14：00～15：00

午後 【禁煙外来】 【禁煙外来】 【禁煙外来】 ※ 14：00～16：00 (溝部 宏毅)  　※火曜日は14：00～15：00

【呼吸器外科】 （佐藤 日出夫） ※ 毎月第４木曜のみ

（山下　雅大） （伊藤　貴司） ※ 岩手医大より

(吉田 順子) (吉田 順子) (吉田 順子) ※ 山形診療所より

【神経内科】 ※ 新患患者（肺炎等）・・・当番診療科で対応

【循環器科】 ※ 水曜日は神経内科・循環器科１週間交代で対応

① （古味　良亮） (小島 剛史) 大﨑　拓也 (佐久間 雅文) 大﨑　拓也 ※ 月・火・木曜は八戸日赤より、水曜は岩手医大より

② 大﨑　拓也 辻　佳子 （後藤 巖） 大﨑　拓也 辻　佳子

③ 高橋　完 高橋　完 高橋　完 高橋 完

午後 【ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来】 【ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来】 ※ 水曜・金曜：午後はペースメーカー外来 (大﨑  拓也・高橋　完) 

① 宮澤　晴奈 柴田 俊秀 柴田 俊秀 （大浦 一雅） （岩岡 和博） ※ 木・金曜は岩手医大より

① 小林 哲人 小林 哲人 小林 哲人 小林 哲人 ※ 金曜は休診

② 三浦 一之 三浦 一之 三浦 一之

① 小玉　祐 小玉　祐 小玉　祐 小玉　祐 ※ 水曜は完全予約制

② 織笠 俊輔 織笠 俊輔 織笠 俊輔 織笠 俊輔

③ 鈴木 年竜 鈴木 年竜 鈴木 年竜 鈴木 年竜

④

午後 【糖尿病外来】 ※ 金曜・13:30より (柾屋 美緒)

① 熊谷 由基 熊谷 由基 熊谷 由基 熊谷 由基 熊谷 由基 ※ 完全予約制

（第2・4木 予約のみ） ※ 第２・４木曜は予約のみ

① 張簡　鴻宇 張簡　鴻宇 張簡　鴻宇 張簡　鴻宇 張簡　鴻宇 ※ 第１・３・５水曜は①診のみ

② (応援医師) 菊地 修平 菊地 修平 （応援医師9：30～) 菊地 修平 ※ 月曜日（第1・2・3・5）丸山盛貴//木曜日（第1：安部悠一郎/第2～5：菅原敦）岩手医大より

③ 菊地 修平 菊地 修平

麻酔科 ① ※ 休止中

血液内科
【定期受診のみ】

① （筑紫 泰彦）
※ 第２木曜は岩手医大より(完全予約制)
※ 再来継続のみの診察としております。

①
十文字

9：00～11：30
十文字

9：00～11：30
玉澤

9：00～11：30
※ 【創傷・ストーマ・しっきん外来】は火曜(午前のみ)・水曜

午後
十文字

14：00～16：00
玉澤

14：00～16：00
※ 【ぴんくりぼん（乳がん）外来】は第１木曜

吉田 徹 （阿部 正） ※ 水曜は応援医師

石岡　秀基 吉田 徹

② 皆川 幸洋 髙橋 正統 遠野 千尋 八重樫　瑞典 八重樫　瑞典

③

【エコー検査】 ※ エコー検査は完全予約制

【乳腺外科外来】 川岸　涼子 ※ 毎月第2月曜日：午前　《乳腺外科外来については外科外来へお問い合わせ下さい。》

【下肢静脈瘤外来】 ※ 金曜14：00～16：00は山形診療所より (吉田 弘之)

【小児外科】 ※ 毎月第４水曜日：午後 (小林　めぐみ)

① 白石 直人 白石 直人 白石 直人 （木村 裕明） 白石 直人 ※ 木曜は岩手医大より

※ 第２・４月(後藤　文) 岩手医大より

① 小松 淳 小松 淳 小松 淳 小松 淳 (予約のみ） ※ 水曜(午後)・金曜(午前)は完全予約制

午後 検査/手術 検査/手術 (予約のみ） 検査/手術 検査/手術 ※ 月・火・木・金曜の午後は完全予約制 (検査/手術)

① 遠藤 正宏 遠藤 正宏 遠藤 正宏 遠藤 正宏 遠藤 正宏 ※ 月曜(小西 雄) 、 偶数月・第２月曜(和田 泰格)

② ※ 毎週水曜（白倉 正博） 最終水曜(関上 勇)  第３木曜(佐々木 美香)  毎週金曜（吉田 太郎）

③ ※ 第２金曜(遠藤 幹也) 、 第３金曜(高橋 信)、不定期に月1回(石川 健)

午後
【予約制】

乳児健診
14：00～

予防注射
14：00～15：00

喘息外来 慢性疾患外来 各週専門外来
※ 【乳児健診】は毎週月曜・午後14：00～
※ 【予防注射】は毎週火曜・午後14：00～15：00

皮膚科 ① 岸 隆行 岸 隆行 岸 隆行 岸 隆行 岸 隆行 ※ 午前は月３～４回(不定期)岩手医大より応援診療あり

【午後：完全予約制】 午後 検査/手術 岸 隆行 検査/手術 岸 隆行 検査/手術 ※ 午後は完全予約制 (火・木曜）　（検査/手術)

① 前田 康博 前田 康博 前田 康博 前田 康博 前田 康博

② 坂岡 丈利 坂岡 丈利 坂岡 丈利 坂岡 丈利 坂岡 丈利

午後 休診 ※ 水曜・午後は休診 (手術日)

① 及川　誠 及川　誠 及川　誠 及川　誠 応援医師のみ ※ 新患は月・火・水・木曜

※ 金曜は完全予約制・午前のみ（岩手医大応援医師の①診のみ）

① （三條 克巳） （武内 克也） ※ 木曜は岩手医大より

② （水谷 歩未） （三條 克巳） ※ 金曜は岩手医大、北リアス病院より

【新患】 ※ 新患は完全予約制 (紹介状必須)

※ 《不定期交替》)秋元　義弘

　　　　　　　　　　　 千田 英之 / 千葉 洋平 / 村上 一行　（県立二戸病院より）

妊婦検診 担当助産師 妊婦検診 担当助産師 妊婦検診 ※ 【妊婦検診】は月・水・金曜の午後14：20～15：00

産褥外来
【完全予約制】

14：20～15：00 14：30～16：00 14：20～15：00 14：30～16：00 14：20～15：00
※ 【産褥外来】は火・木曜の午後14:30～16：00 (担当助産師)

耳鼻咽喉科 ① （嶋本 記里人) （桑島 秀） ※ 月曜(午前)・木曜は岩手医大より

※ 新たな変更箇所

※ 【完全予約制】

※ 応援医師

処置／検査 手術／検査 手術／検査

循環器科

岩手県立久慈病院　　外来診療担当医一覧表

ブロック 診　療　科
診　　察　　日

備　　考

ＡＵ１

総合診療科 休診

呼吸器科
【完全予約制】

②

【当番診療科】 【消化器科】 【神経内科】 【消化器科】 【循環器科】

泌尿器科

神経内科

脳神経外科
休診

ＡＵ２

消化器科

予約

放射線科
【完全予約制】

整形外科
【受付：10：00まで】

応援医師
（二戸応援）

ＡＵ４

皆川 幸洋

八重樫　瑞典 皆川 幸洋 石岡　秀基 遠野 千尋 髙橋 正統

髙橋 正統

ＡＵ３

看護外来
【完全予約制】

外科

① 遠野 千尋

午後

形成外科

小児科

歯科

※ 完全予約制(予約15：30まで)
※ 新患は紹介の方のみ

ＡＵ５

眼科
午後 手術説明会 検査

精神科
【新患：完全予約制】

応援医師
（二戸応援）

午後

産婦人科
①

応援医師
（二戸応援）

応援医師
（二戸応援）

応援医師
（二戸応援）



（平成30年2月26日現在）

臨時医師
医務嘱託
（定期）

備　　　考 医務嘱託（随時）

総合診療科

科長 溝部　宏毅

診療情報管理室長兼地域医療科長 細谷地　昭

消化器科

消化器科長 鈴木　年竜 松田　望 毎週火・水曜日

臨床検査科長 織笠　俊輔 鈴木　悠地 毎週木・金曜日

医長 小玉　祐 柾屋　美緒 毎週金曜日

医師 佐々木　裕

循環器科

科長 大﨑　拓也 辻　佳子 古味　良亮 毎週月曜日 白戸　隆洋

高橋　完 小島　剛史 毎週火曜日

後藤　巖 毎週水曜日

髙橋　祐司 毎週木曜日（CAG）

佐久間　雅文 毎週木曜日

呼吸器科

山下　雅大 毎週月曜日 佐藤　日出夫

吉田　順子 毎週火、水、木曜日

伊藤　貴司 毎週金曜日

神経内科

科長 柴田　俊秀 大浦　一雅 毎週木曜日 加藤　正義

リハビリテーション科医長 宮澤　晴奈 岩岡　和博 毎週金曜日

小児科

科長 遠藤　正宏 小西　雄 毎週月曜日 遠藤　幹也

和田　泰格 偶数月第２月曜日 高橋　信

佐々木　美香 毎月第３木曜日 石川　健

関上　勇 毎月最終水曜日 松本　敦
白倉　正博 毎週水曜日 伊藤　歩惟
吉田　太郎 毎週金曜日 土屋　国繁

及川　慶介
森山　秀徳

外科

院長兼救命救急センター長事務取扱 吉田　徹 阿部　正 毎週水曜日
副院長兼地域兼中央手術科長兼医療研修科長 遠野　千尋 吉田　弘之 毎週月、金曜日

第１外科長 高橋　正統 川岸　涼子 毎月第２月曜日

医長 八重樫　瑞典 小林　めぐみ 毎月第４水曜日

医師 石岡　秀基

救急

救命救急科長兼災害医療科長兼救命救急副ｾﾝﾀｰ長 皆川　幸洋

整形外科

科長 菊地　修平 丸山　盛貴 毎月第１、２、３、５月曜日

医長 張簡　鴻宇 安部　悠一郎 毎月第１木曜日

菅原　敦 毎月第２、３、４、５木曜日

脳外科

副院長兼地域医療福祉連携室長兼医師事務支援室長 三浦　一之

科長 小林　哲人

医長 鈴木　太郎

形成外科

副院長兼医療安全管理室長兼形成外科長 白石　直人 木村　裕明 毎週木曜日

後藤　文 毎月第２、４月曜日

皮膚科
科長 岸　隆行 赤坂　俊英

遠藤　幸紀

泌尿器科

科長 小松　淳 石井　修平

伊藤　明人

産婦人科

科長 秋元　義弘 千田　英之

（二戸と兼務） 千葉　洋平

杉山　徹

（村上　一行）

眼科

科長 及川　誠 酒井　大典 金曜日（小豆嶋医師と交互に来院） 大関　尚行（月曜日、交互）

小豆嶋　明子 金曜日（酒井医師と交互に来院） 鳴海　新平（月曜日、交互）

耳鼻科

嶋本　記里人 毎週月曜日

桑島　秀 毎週木曜日

麻酔科

病理

鈴木　正通 毎週木・金曜日 菅井　有

放射線科

科長 熊谷　由基 角原　久夫 木曜日（菊池医師と交互に来院）

科長 菊池　光洋 木曜日（角原医師と交互に来院）

精神科

三條　克巳 毎週木・金曜日

水谷　歩未 毎週木曜日

武内　克也 毎週金曜日

歯科口腔外科

科長 前田　康博 小松　祐子

医長 坂岡　丈利

血液内科

筑紫　泰彦 毎月第２木曜日

臨床研修医
（2年次） 大井　清貴

小野　裕太

栗原　康一郎

佐藤　慎平

谷藤　航

中村　侑哉
（1年次） 大矢　康貴

高橋　眞人

中村　麻乃

31 10 39

診　療　科　別　医　師　一　覧　表

正　　規　　医　　師

岩　手　県　立　久　慈　病　院


